
 

 

 

 

 

 紫陽花の季節を通り越し、一気に真夏

のような陽射しが差し込む日もめずらし

くなくなってきました。各学級では、子

どもたちの主体的な学びを支える中で、

一人一人が基礎・基本の学力をしっかり

と身につけられるように日々の学習活動

に取り組んでいます。 

 さて、先日史上最年少の新名人が将棋

界において誕生しました。併せてタイト

ル七冠という偉業を達成したのは、藤井

聡太さん。この新名人が好きな言葉は、

「感想戦は敗者のためにある。」感想戦

とは、一局の振り返り。勝者は、喜びを

表に出さずに最善手を追求し、敗者は悔

しさをこらえて失敗からの学びを次につ

なげようとする至高の時間です。しかし、

最近ではインターネットで情報を得て、

ＡＩ（人工知能）で瞬時に答えを導き出

すことが可能な時代になりました。その

上、「タイパ（タイムパフォーマンス）」

も求められるため、「自分の力で考える」

あるいは、「時間をかけて考える」とい

ったことが受け入れられない状況も生ま

れてきています。 

 学校における学びにおいても、インタ

ーネットの普及に伴い、タブレット端末

を活用して、教室に居ながらにして様々

な情報を得ることや学習課題の正解を検

索することが可能となりました。だから

こそ、改めて、「自分の力で考えてみる」、

「友だちとの対話や振り返りを通してよ

りよい解決方法を探る」など、「考える

こと」や「考え抜くこと」に意味を見出

していきたいと思います。そのためにも、 

 

 

 

 

高浜小学校では、まずは、自分の考えを

書いたり発言したりして、相手に伝える

力を伸ばすと共に、友だちの意見を受け

止め、自分の考え方を見つめ直す機会を

授業や学校行事の中で創り出していきた

いと考えています。 

今では、ＡＩは将棋界を席巻し、常に

最善手を提示し、評価値で指し手の善悪

を評価しています。そのＡＩを日々の研

究にいち早く取り入れ、最善手を見つけ

出してきた新名人ですが、「自分で考え

抜き、結論を出すことも大切である」と

語っています。この考え抜いて指された

藤井名人の指し手は、「ＡＩ越え」と評

されることがあります。ここに、私たち

人間の無限の可能性を感じ取ることがで

きます。自分で「考える力」を伸ばし、

友だちと協働することで、子どもたちも

自身が持つ無限の可能性を広げていって

ほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 様々な心身の特性や考え方を持つ全ての

人々が、相互に理解を深めようとコミュニ

ケ―ションをとり、支え合う「心のバリア

フリー」。学校においても共生社会の実現

に向けて様々な取り組みを続けています。 
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大切にしたい「考え抜く力」 

「共に生きる」社会を目指して 

４年 学級活動 



 目が見えないことや歩けないこと、また、

自分の気持ちを伝えることが苦手だった

り、気持ちをおさえることができなかった

りすることなどは、障がいの一つであるこ

とがあります。しかし、障がいのある人の

身体や心に障害があるわけではありませ

ん。日常生活の中で、障がいのある人が「困

ること」が、本当の障害です。例えば、段差

があると車椅子の利用者は、一人で移動で

きません。また、目の見えない人は、手紙が

送られてきても何が書いてあるか知ること

ができません。障がいのある人が、自分の

したいことができるように、「困ること」を

解決する方法を一緒に考え、助け合うこと

が必要です。 

そこで、この６月。各学級において、障が

いの多様性を尊重し、一人一人を理解して

いこうとする態度や行動力を身につけてい

くための「障がい理解教育」を進めてきま

した。この学習を通して身につけていく態

度や行動力は、自然に身につくものではあ

りません。教科学習同様に学ぶ機会をつく

り、正しく学ぶことで身についていくもの

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年生は、動画を視聴し、給食の配膳が

思うようにできない女の子の思い（気持ち）

を考えることを通して、自分と他者との違

いを受け入れ、さらに、相手のことを正し

く理解しようとする態度を育む学習を行い

ました。 

「女の子は、自分のこと（何が苦手なのか） 

を分かってほしいと思っています。」 

「私たち（周りの人）は、困っている人の気 

持ちを考えることが大切です。」 

子どもたちの学習後の感想にもあるよう

に、他者との違いに気づき、その違いを理

解することが障がい理解の第一歩です。今

後も、各学級において計画的に学習を続け

ていくことで、多様性を尊重し、障がいに

対する理解を深め、子どもたちに「心のバ

リアフリー」を浸透させていきたいと考え

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３日（月）４年 福祉教育 

     校内漢字・計算テスト週間 

            （～７日） 

４日（火）縦割班活動 

 ６日（木）クラブ活動 

１２日（水）６年 薬物乱用防止教室 

１３日（木）委員会 

１４日（金）５年・６年 

         いじめ予防授業 

１７日（月）海の日 

２０日（木）１５：０５集団下校 

      ６年 水辺の安全教室 

２５日（火）１学期末保護者会 

      ９：４０ 集団下校 

２６日（水）１学期給食終了 

２７日（木）１学期終業式 

      １１：２０集団下校 

２８日（金）本日より夏季休業 

＊毎週月・水曜日 １５：０５集団下校 

７月の主な行事予定 

２年 学級活動 

１年 学級活動 


